
髙 橋 隆 二
弁護士・弁理士（生田・名越・高橋法律特許事務所  パートナー）［東京都］

功績概要
■工業所有権審議会弁理士審査分科会特定侵害訴訟代理業務試験部会において、10年にわたり当該
試験の公平、公正かつ円滑な運営に尽力。平成24年度からは部会長として指揮を執り、受験者の
学習の便宜のため、司法試験を参考にした「採点実感」の公表を提案し、平成25年度より自ら主導
して作成するなど、同試験制度の立ち上げから安定期に至る適切な運営と不断の改善に多大な貢
献。
■日本弁理士会特定侵害訴訟代理業務能力担保研修において、初のテキストである「法曹倫理事例集」
の作成や講師を担当し、研修立ち上げ時から尽力。また、日本弁護士連合会における同研修の弁護
士講師の人選も担当するなど、付記弁理士の養成に貢献。
■日本弁護士連合会日弁連知的財産センター委員及び副委員長を前身の知的所有権委員会当時から永
年努め、特許制度に関する政策提言をまとめるなど、知的財産権制度の発展に貢献。また、東京弁
護士会においても、知的財産権法部会部長として講演会や研修を企画、さらには自らも講師として
講演を行うなど、知的財産案件を担う弁護士の育成に貢献。

野間口　 有
三菱電機株式会社　相談役［東京都］

功績概要
■内閣知的財産戦略本部の初代本部員として、知的財産推進計画の策定をはじめ「知的財産立国」を目
指す国家戦略の基盤作りに尽力。特に、同本部に設けられた権利保護基盤の強化に関する専門調査
会においては、特許審査を迅速化するための総合施策、知的財産高等裁判所の創設、模倣品・海賊
版対策の強化、中小・ベンチャー企業の知的財産戦略の推進方策についての報告書の取りまとめに
多大な貢献。さらに、同本部設置から10年を期して設けられた知的財産政策ビジョン検討ワーキン
ググループにも参画し、世界最高水準の知的財産立国の実現を目標とする「知的財産政策ビジョン」
の策定に尽力。
■平成20年度より産業構造審議会知的財産政策部会長として、知的財産の適切な保護と利用のための
政策形成や知的財産権制度の国際調和の推進など、知的財産をめぐる総合的な議論をリード。また、
改組後は知的財産分科会長として、我が国の知的財産権制度の在り方について今後10年間で取り組
むべき施策の方向性と課題について報告書の取りまとめを主導。さらに、工業所有権審議会におい
ても会長として、弁理士試験等の実施や弁理士の懲戒処分に関する意見表明など、弁理士法に基づ
く施行事務の着実な実施に尽力。
■日本知的財産協会会長や日本経済団体連合会の知的財産委員長など、経済界における知的財産関連
の重職を歴任し、企業経営者の立場から意見を集約するなど知的財産権制度の発展に貢献。
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